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r子どもの思考力･表現力を高める指導のあり方｣

～2年生rl OOより大きい致｣の指導を通して～

( 1)論理に結び付く青竜表現の定着を図るための子どもの思考力･表現力を高める指導のあり方

( 2)髪型迫萎え玉や型蝉を確実に身につけさせるための手立て

下呂市立上原小学校　　教諭　　奥田　将也

1.主題設定の理由

(1)今日的な課題から

今年度より下呂市算数部会の研究テーマを県の小算研のテーマを受けて｢子どもの思考力･表

現力を高める指導のあり方｣とした｡これは,算数科の指導要敵の方針を受け,さらに飛騨教育

事務所の算数･数学科指導の重点｢算数･数学の用詩･記号を用いて表現し,仲間と伝えあう活

動を通して,学習内容がわかり数学をつくりだす楽しさを実感する指導をする｣を踏まえて,下

呂市算数部会のテーマとして設定した｡

学力状況調査の結果分析から,計算などの技能についてはある程度の定着が見られているが,

計算の意味を理解することなどに課題が見られる｡また,言葉や式,図,グラフを使って論理的
に考え,根拠を明らかにして筋道立てて説明し,互いに自分の考えを伝え合うことに弱さがみら

れる｡こうした点を改善するために,次のことが大切になると考えた｡

･数学的な思考力.表現力を支える基礎的.基本的な知識や技能を確実に身につけさせる指 

導のあり方 
･論坪に結び付く言語表現の定着を図るための子どもの思考力.表現力を高める指導のあり方 

これらのことを大切にした授業を仕組むことが大切である｡これをもとに,子どもの思考力･

表現力を高める指導のあり方について実践していきたいと考えている｡

(2)児童の実態から
4月の子どもたちの普段の生活の様子から,一人一人が自分の思いや考えをみんなに話したい

という思いが強いことがよくわかった｡しかし, ｢どう表現したらよいのか｡｣ ｢相手にわかりや

すく伝えるにはどうしたらよいのだろう｡｣と悩む姿があり,考えながら話すうちに話の中身を

整理できないことが多くあった｡また, 4月のはじめに個人の目標を立てたときに算数が苦手で

あるという児童が半分以上であった｡そのため, ｢算数でもっとたくさん発表できるようになり

たい｡｣ ｢算数のテストでもっと点数がとれるようになりたい｡｣という目標をあげる児童が多く
いた｡算数の授業では,積極的に自分の考えを発表したいと意欲的な児童が半分,わかっている

がなかなか発表できない児童と自分の考えをどのように書き表せばよいのか,どのような方法で

発表するとよいのか戸惑う児童が半分である｡ 1 2人という少ない人数の中での授業なので,毎

時間｢どの児童にも自分の考えを持たせること｣や｢どの児童にも活動する場を与えること｣を

大切にしている｡レディネステストの結果からも,自分の考えを書く問題について,何を使って

どのように説明するとよいのか悩む姿が多く見られた｡ペア交流や全体交流の場面でも自分の考

えを説明するのに戸惑う姿がある｡少人数だからこそ,自信を持たせ･自分の意見を言えるよう

にすることが言語活動の充実につながると考える.また,誰もが話す活動をすることで･自分の

考えを整理し,自分の言葉で説明することで算数的活動を行い,確かな知識を定着させたい｡

以上のような子どもの実態から｢子どもの思考力･表現力を高める指導のあり方｣が大切だと

考える｡さらに,子どもの思考力･表現力を支えるための基礎的･基本的な知識や技能の確実な

定着にも力を入れていくことで,子どもたちは相手に分かるように伝えることができるようにな

り,充実感が生まれ,算数が好きになると考えている0
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;t2..研究仮説

数学的な思考力.表現力を支えるための基礎的.基本的な知識や技能を確実に身につけさ 

せるための工夫を取り入れた授業を繰り返し,子どもの思考力.表現力を高めるためのきめ 

細かな指導を充実させれば,児童は論理に結び付く言語表現の定着を図ることができ,棉 

手に分かるように伝えることができるようになり,充実感が生まれ算数が好きになる 
と考えている. 

3.研究内容

(研究内容1 )

数学的な思考力･表現力を支える基礎的･基本的な知識や技能を確実に身につけさ
せる指導のあり方

①児童の実態に合わせた単元指導計画の作成とレディネステスト
(診個人追求で考える足場となる掲示や既習学習の学び直し(一般化を図る)

(研究内容2 )

論理に結び付く言帝表現の定着を図るための子どもの思考力を高める指導のあり方

①かがやきの言葉(順序言葉,根拠言葉,解決言葉)の活用
②具体物を使った問題提示と考えづくりの足場

(研究内容3 )

論理に結び付く言語表現の定着を図る子どもの表現力を高める指導のあり方

(D　自分の考えを発表するための足場づくり(言葉や数,図,表の活用)

②自分の考えを発表する場の工夫(具体物の操作)
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4.実践

(研究内容1) 

数学的な思考力.表現力を支える基礎的.基本的な知識や技能を確実に身につけさせる 

指導のあり方 

【単元　｢100より大きい数｣より】

①児童の実態に合わせた単元指導計画の作成とレディネステスト
2年生の算数の授業では, ｢2年生の1日｣, ｢たし算｣, ｢ひき算｣, ｢形づくり｣,

｢100より大きい数｣･ ｢長さくらべ｣と続いて,いく｡しかし, ｢100より大きな数｣

の学習では,練り上がりのあるたし算や繰り下がりのあるひき算を利用して計算すること

や, ｢10のいくつ分｣を利用して計算することがある｡そのため, ｢ひき算｣の単元の

後に｢100より大きい数｣をいれ,その後｢形づくり｣へと入っていった｡子どもの思

考の中で,単元と単元を結びつけて考えることに抵抗がある｡ 1つの単元の中でも,既習

学習を結びつけられないことがある｡今回は単元を入れ替えることで, ｢数と計算｣の額

域を続け,既習学習を生かして学習を進められると考えて実践する｡
｢1 0 0よりおおきな数｣の単元では,第1 0時に既習学習を生かして文章問題を扱い,

1単位時間でたし算とひき算を行う｡しかし,文章問蓮への抵抗があることや式を用いて
一般化を図ることへのつまずきがある｡また,本時の学習では,ブロック図や数玉,位の部

屋などを使って考えた計算の原理(仕組み,証拠,理由)と式やひっ算などの計算の形式(答

えの出し方)を結びつけて理解できるようにさせたいことから,第1 0時を2時間に分けて単

元指導計画を作成した｡

時 �,ｸ.x*"�学習活動 儷ﾘ廁ｴｸ���評価方法 倡y;�陂x��

10 塔�ｳS�,ﾈ.h*B�･80円のぎゆうにゆうと50円の �7X8ﾘ6(4�.)�B�ノート 弍做ｸ,ﾉn)��.(ﾆb�な何十+何十のた �7�98/�*�*(-ﾈ+r�*�.ﾘ+�,H,�/�冷�玉,位の部屋, 價ﾙUﾂ�示をもとに10 

本 �+X螽/�ﾃ��*ｨ*(*ﾒ�でしょう. �-�,�螽,�,x,X齟�練習問題 �/�.�,h,�+X,H*��つ分あるかをもと �,�/���,�/��,ﾈ.h*H,���,ﾈ*�+ﾒ�分の考えをつく 凾�ｪえることを 

時 �,�+X,Hﾖﾈ*h.�,c��まりが10よりおおきくなるときの �.な�,hﾖﾈ*h/���8�+8+�.定ﾇh蠅�

00より大きい数 �*�*(+8/�,�,(*(,H*�/�*ｨ*h.h*B�つなげて話すこ 凾ﾌ原理と形式を 

になることが分か 唸7X8ﾘ6(4篷�Hｼ｢ﾈ肩,ﾉYIy(-�,��とができる. 凾ﾂなげて話せる 

り,1位数の加法と 伜ｨ/�諄,�,H齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h/���*ｲﾉ�2�凾謔､に二人学び 

同じように計算す ��ﾈ.(7�4�,Y�(+Xﾘx*B��凾ﾅ助言する. 

ることができる｡ 唸ｹｸ,ﾉn)��/���*ﾒ��Y�ｸ�n)��/�+x.停�

ll ��S�ﾓ��,ﾈ.b��･150円をもっています,80円 免�,ﾈ*(*ﾘ,)Z｢�ノート 弍做ｸ,ﾉ:���.(ﾆb�

うな百何十-何十 �,ﾈ*ﾈ.H*H,�.H*H/�*�*H,h,�/�苓,ﾂ�をもとにして式 價ﾙUﾂ�示をもとに10 

のひき算を10が �+�.�,X+X.X*F��と考えをつなげ �ｸ�n)���をもとにしてか 

いくつ分あるかを 假�,�/��耳,�/��,ﾈ*�*(+8/�,�,(*"�て話すことがで 凾�ｪえることを 

もとにして考える �,C��,ﾈ*�+ﾘ-ﾈ.�/�,(*�,(,H*�/�*｢�きる. 刪ﾓ識させる.計算 

と1位数の減法と �*h.h*B�凾ﾌ原理と形式を 

同じように計算す 唸7X8ﾘ6(4篷�Hｼ｢ﾈ肩,ﾉYIy(-�,��凾ﾂなげて説明が 

ることができる. 伜ｨ/�諄,�,H齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h/���*ｲﾉ�2��ﾈ.(7�4�,X�(+Xﾘx*B��凾ﾅきるように助 言する. 
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本単元の導入でレディネステストを行い,子ども
たちのカを確かめた｡ひっ算の計算力として何十+

何千や何十一何十の計算や2位数のたし算やひき
寡(くり上がりのあるもの,くり上がりのないもの)

で個人の計算力を確認した｡特に,何千+何十や何
十一何十の計算で札｢10のいくつ分｣を利用し

た考え方が必要となり,本単元でも大切になってく
る｡そのため,計算力に遷らに考え方を書く問題を

レディネステストに取り入れた｡　　　　l

このレディネステストの結果をもと捻i机列表に

書き込み,ひとり孝びの場で括用,tLfLてい<呈｡Lまた,

基本の計算につまずく児童については個別に指導
をしていく｡　　　　　　　　　　.

･⑧個人追求で考える足場となる掲示や既習学習の学び直し

一入学びにおいでは,自分なりの考えを自分なりの方′

法でノートに書くことを大切にしている｡そうした中で/ L

予想されるロまずきに対して,自分からヒントを探せるLIJ

よう,既習事項のポイントや仲間の考えを掲示物に残し

た｡また,教師自らが掲示物で説明したり,復習したり

することで,子どもたちが掲示物を使って自分の考えを

っくるととができるさとや既習学習の重要性を認識で音Y
i

ると考えるi　　　　　　　　　　　　　▲ `　J
I

｢1 00より大きい数｣の単元では,.1 oのいくつ分

を使うて考える場面がある｡ ｢おし衰｣や｢ひき算｣の

単元でくり上がりのない何十♯何十め計算をす1るとき1､

に学習したととを掲示として残すことや慨習学習を生

かしせ自分の考えをつ<ることができると考えも｡　t
∫

tLi{ /､

HL･  I

1 ヽ　レ

1,_-
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既習学習の学び直しとして,朝の学習の時間にドリルや

先生問題を行うことで基本的な計算力を高めるととができ
ると考える｡ -
Eまた,単元の中でも既習の学習とのつながりがある場面　と

で軋磯巣の導入にひとつ問題を取り入れた｡t ｢1 0 0よ

り大きい数｣の第1 0時で文章問題を扱う場面がある｡ 8
0円の牛乳と5 0円のパンを買った合計金額を求める問題

であるi本時は何十十何十でくり上がりの菰る問題を行う｡

くり上が,りのない何十+何十の計算は｢たし算｣の単元で

学習しているため,既習学習の｢1 0のいli79分｣を利用

して本時の問題に取り組めるように導入に{<り上がりのな
い何十+何十の問題を取り入れる｡

さらに, 1単位時間の授業の出口として｢10のいくつ

分｣を子ども赴ちが-般的に使えるように学習のまとめの後に,魚を使った問題を取り入れ
た｡ F赤い水そうに魚が9 0ぴき,青い水そうに魚が2 0ぴきいます｡魚はぜhおでなんびき

でしょう｡｣お金で10円分(10円玉)と見る場合と魚が10匹でひとまとまり∫と見る場合

のどちらも取り組むことで一般化を図る｡

(研究内容2) 

巨倫理に結び付く音帝表現の定着を図る予革もya)思考力を高める指導のあp;り卦 

①かがやきの青葉(順序言葉,根拠言葉,解決言葉)の活用
本校の｢伝え方名人｣と飛騨教育事務所からのI r音譜活動の充実｣ということからT,つぎの
ことを大切にしていく｡

過程を順序よく伝える

租拠を明確に伝える　　. ｢～だと思います｡わけは･ ･ ･｣ 覧蒜艶を表すこと習
(　　慣化する｡

･解決の方法を伝える　　｢00を使って｣ ｢図で考えると｣ ｢式で考えると｣解決の方法

を明確にした伝え方を習慣化する｡

以上の言葉を'｢かがやきの言葉｣として掲示や個人の振り返りの中で意識させていく｡

自分の考えの中に｢かがやきの青葉｣を入れて書くことを指導していき,仲間学びや二人学
びの場面で｢かがやきの言葉｣を使って相手にわかりやすく説明することができるようにして
いく｡
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､ひとり学びの場面で自分の考えをまとめ為と.

きに,二人学び(ペア交流)や仲間学びー(全体交

読)､の場面で自分の考えを説明できるように｢か

がやきの言葉｣をつかって書くように指導した｡

机間指導で怯,..｢かがやきの言葉｣にチェックを

入れて価値つけをした｡　i i

l　自分の考えを説明する場面で患,.｢かがやきの

青葉｣を使って説明できたときには全体の場面で

価値つける｡i I

順序言葉を使うことで,自分の考皐を区切って

話すことができ,一つ一つのかた零りで考えを確

認することができると考え.る'(.t｢ここまではいい

ですか｣という言葉から相手意識も高まり‥話し

手と聞き手が互いに考えを深めることができる
と考える｡　　　　　　　　　　　　　　　l

②具体物を使った問題提示と考えづくりの足場
毎時間の授業の中で上菅どもたちはまず1滞位時間の中で何をすれば皐いの榊号明確で串けれ

ばならない｡導入の問題では,何を求めればよいのかや何を使って考えればよいのかが分からな

ければ,子どもたちに確かな学力を身につけさせ争ことはできない0- ,

そのために,問題提示の場面ではできるだけ具体物を用意して.,.子どもたちが開琴を視覚的に

とらえたり,実際に操作して考えられるものを準備した｡そうすることで,より分かりやすく問

題をとらえ,それが操作でき拳ことで考えづくりの足場となりi子どもたちの思考力を薄めると

考えた｡ ｢､100より凍きい凱-の第1時では, 1.26匹の魚の数を求め, 1100去り大草い数

の量感を身につける｡実際に1 2 6匹分の魚を切って黒板に張づて問題提示した｡折り紙の問題

でも始めのうちは実際に準備して考え,徐々に半具体物に変えていく｡

用意した具体物から,ブロック国や数玉,位の部屋へと変えていき,自分の考えの足場とする

ことができると考えた｡.これをもとに･･r1-0 0より大きな数｣の学習では,プロサク図や数玉,

位の部屋などを使って考えた計算の原町(仕組み,.証拠, ;理由) ,と式やひっ算などの計算の形式

(答えの出し方).を結びつけて理解できるようにさせていきたいo

4-,･2 -･6



琴内容.3二.)1:.■J,. 劔劔 � 

理た由が付く=:⊥一~やせ 那-i-､._:=7,,.:,=:声帯秦野の帯革畢困る子どやの表現力を甲申草野導g)あり方 I_L-I-〟.1 

(》 プ え や 杏 と 面 ヽ う 考 て ��劔���� ��.)�Bﾄ｢ﾔｩe�ﾉXh,ﾈｨ駅�停��ﾚ褻ｲﾂﾒﾓｧ霽�ｭ籀ﾄim��紛再考 劔をを尭表するためめ虫酸… 剽f �( 刋2�

ヽヾl �� 度ﾇﾊ8,ﾂ�冓 �� ��
義 劔�9ﾉOｩLｹj��&�ｮ)Oﾂ�

I-滋十 一伊,- 

塞 ��｢� 白粐ﾘ自?��*��飲x,ﾈﾆ���r竕�(ｶ2�*l.I �� �� ����5ﾈ*ｸ耳ﾘbﾈ6ﾔ､�ﾆﾘ蒔Bﾃ�x恵��陷8ｮ)�9���hﾔh爾�

? 剩ﾆ｣ﾗ�ﾓ��r� �� �� 

等■pt孝一.諺.I 

では,-ブロ トを準備し に助舌した えづくりー 一緒に考え 劔ツタ図や数玉,位の ぎゃおき;阜れ壷使う と∴--Jづ}うめ使い方 こ息詰まる児童には, ていく○ 兀H夊,ﾈ7h8｢�,Hﾖﾈ*h.�.i?��X自MHﾛ�k籀+Sｴ辻�ｽ�*ﾘ,�*(,"�劔讃.~~_〉_x w'◆当~~一g.翼l蔓慌莞吾.~蓋等薄 繋諾謹聴舗一夕壁滋_苛し ぎ, 幸重畳鷺窪嘉招 

ブロック周や数玉,位の部屋などを使って 劔劔剴o範一発鮒掴m照一だ-_㍍▲滋. 

考えた計算の原理をもとにして式を考えるよ

うに指導した｡矢印や言葉を図の中に書き入れて,それを式に表すことを繰り返すことで自分が

つくった式の根拠を説明する力をつけることができると考える｡

自分の考えづくりの場面でブロック図や数玉:位の部屋などを使って考えることによって,
自分の考えづくりで使った物をそのまま説明の場面でも活用することができた｡これを繰り返
すことで,相手に分かりやすく伝えようと表現する力が付いていくと考える｡

② i自分の考えを発表する場の工夫(具体物の操作)J…

ブロック図や数玉t,位の部屋などを使うてつくうた自分の考えを発表する場を設定したdここ

では,自分の考えを相手に分かりやすr<伝えることを大切にし,,伝える方法や実際に伝わってい

るかどうかの確かめをする｡児童が説明しやすいようにプリントや黒板で使える図を準備した｡

帝初は,∴自分の考えをかいたノートだ吋をじらと見て話す場面が多く,聞き取れないことやせ
っかく使ったブロック図や数玉,位の部屋の説明が十分伝わ~らないことがあった｡黒板で図を示

しても説明がなく, ･rいいですか｡.｣-と聞くだけの児童もいた｡そこで,モデルとなる説明の仕方

を央際に図などを用いて示-したり,仲間の説明の良かった姿を価値つけて広めたりして全体で確

認する｡自分が使うたプリ･ントを使って指で指しながら説明したり,農板の図を動かして説明し

たりすることで相手に分かりやすく伝える表現力が身につくと考える｡

j蔑喝l
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児童でもみんなで砲認することや相手が説明することをもとにして自信を持って説明するとと
ができるようになると考える｡ぺ交流の場面でも自分のノーートを使って説明するときにはゝ指で

指し示しながら説明することを大切にしていく｡

また,説明の後に聞いていた側に質問して･

伝わってりるかどうかの確認をする｡特に,説

明の仕方に戸惑ったり,自分の考えづくりが最

後まで完成できなかったりした兎童に対Eしては

注意深く確配して理解を深める｡授業の終わり
の個人の撮り返りでも今日の授業で分かったこ

とを書くプリントを準備し,仲間の意見を聞い

て分かったことを書くことを位置づけ,説明が

伝わっているかどうかを確認する材料とする｡
ペア交流については,全体交流の後に位置つ

ける｡全嘩交流の場面で深めた本時の大切な考
えをどの児童も自分で説明できるように練習

する場としてペア交流を仕組む｡説明が苦手な

5.成果と課題

以上の実践によって,次のような成果を得ることができた｡  ･

(研究内容1 )

｢数学的な思考力･表現力を支える基礎的･基本的な知識や技能を確実に身につけさせる指導

のあり方｣
･単元指導計画の改善や1単位時間の学習を2時間に分けることで既習学習を生かした時考えづく

りや本時の大切にしたい考え方を確実に身につけること･ができたと｢たし算｣で使pたr11 0のい

くつ分｣という考え方を｢1 0 0･より大きい数｣でも利用することができた｡↓さらに, ｢長さしら

ぺ｣の授業でもrlmrhの1 0個分｣ ｢1 cmの11 0個分｣というように活用する姿が見られた｡

･レディネステストをすることで児童の考える力(何を根拠に.しているのか)がどれくらいなのか

r 1 Oのいくつ分｣という考え方が身に付いているかが分かり, ､本単元に生かすことができた｡
･導入に学び直しの場として,復習問題を取り入れることで本時の考えの足場をつくることや,杏

時のねらいにせまることができた｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

･魚の問題を取り入れることで｢1 0のいくつ分｣という考えが買物の場面以外でも使えるように

なった｡
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(研究内容3より)

｢論理に態び付く言語表現の定着を図る子どもの表現力を高める指導のあり方｣

自分の考えづくりとして,ブロック図や数玉,位の部屋などを使って考えることで自分の考

えの根拠に目を向けることができるようになり,自分の考えを伝えるための足場とすること
ができた｡

説明の中で,ブロック図や数玉,位の部屋などを使うことで使い方(考え方)が確実に身に
ついた｡

いろんな方法で説明してみよう(考えてみよう)という意欲が高まり,柔軟な見方が育って

きて,工夫して考えようとすることができた｡

説明を聞く側も言葉だけでなく,図や式を使うことで理解を深めることができ,仲間の考え

から学んだことが明確になった｡

全体交流の後にペア交流を取り入れることで,本時で大切にしたいことについてどの児童も
口に出して説明することができた｡

また,さらに一人一人が力を伸ばしていくために次のような課題が明らかになった｡

(今後の課題)

かがやきの言葉を使って書くことやブロック図や数玉,位の部屋などを使うことにこだわりす

ぎて,自分の考えづくりの場面で言葉の説明から入っていく｡そのため,式による一般化を図る

のに時間がかかる｡

今後は自分の考えづくりの場面では,まず,自分の頭で考えたことを式で表すことを心がけ,そ

の説明として言葉やブロック図や数玉,位の部屋などを使えるようにしていきたい｡

板書をもとに児童が考えを整理することができるように板書の工夫を行う｡本時で大切にし

たいことをより明確にして,そのために何を黒板に示すとよいのか,板書を通して児童の思

考が流れるように工夫していく｡

少人数指導として,個に対する指導の見直しを行い,単元全体を通しての個の実態把握をす

ることを大切にする｡レディネステストの内容をもう一度見直したり,途中に評価問題を入

れたりして,一人一人の理解度を確認して,それを授業の中で生かしていくことが大切だと

考える｡ 1 2人という少ない人数だからこそ,一人一人に合った個別プリントを準備したり,

終末の個々の取り組みを工夫する必要があると考える｡

今回の研究の結果を生かして,これからの算数の授業づくりに力を入れていきたいと思います｡
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資料

算数科学習指導案
日　時　　平成22年6月14日(月)第5校時

学　級　　2年生(男子5名　女子7名　計12名)

場　所　　上原小学校　2階　2年教皇

授業者　　奥田　将也

1.単元名　｢100より大きい数｣

2.単元の目標

2年生　｢100より大きい数｣

(関心･意欲･態度)
･ 1 0 0 0までの数の構成,表し方,読み方の誓いに意欲をもち,進んで用いようとする｡

(数学的な考え方)
･既習の2位数の数の構成をもとに, 3位数の数の構成を考える｡

･ 1 0や1 0 0を単位とした数の相対的な大きさをとらえて,加法や減法の計算方法を見出す｡

(表現･処理)
･ 1 0 0 0までの数を数直線上に表したり,数直線上に表された数をよみとったりすることがで

きる｡
･ 3位数について,数の大小の比べ方を理解し,数の大小の関係を不等号を使って表すことがで

きる｡
･何十どうしの加法でくり上がりのある計算や,百何十から何十をひく減法で,くり上がりのあ

る計算ができる｡
･何百どうしの加法で和が1000以下の計算や,何百や1 000から何百をひく減法を, 1 0

0を単位にして計算することができる｡

(知識･理解)
･ 1 0 0 0未満の数の構成,表し方,読み方を知り,十進位取り記数法による数の表し方を

理解するo
･ 1 0 0 0未満の数の相対的な大きさについて理解する｡

･ 1 000という数の大きさ,表わし方,読み方について理解する｡

3.児童の実態(男子5名　女子7名)

2年生になり,はじめに個人の目標を立てたときに算数が苦手であるという児童が半分以上

であった｡そのため, ｢算数でもっとたくさん発表できるようになりたい｡｣ ｢算数のテストで

もっと点数がとれるようになりたい｡｣という目標をあげる児童が多くいた｡算数の授業では,

積極的に自分の考えを発表したいと意欲的な児童が半分,わかっているがなかなか発表できな
い児童と自分の考えをどのように書き表せばよいのか戸惑う児童が半分である｡ 1 2人という

少ない人数の中での授業なので,毎時間｢どの児童にも自分考えを持たせること｣や｢どの児

童にも活動する場を与えること｣を大切にしている｡その積み重ねもあり,一人学びの時間に
は,どの児童も自分の考えが書けるようになってきている｡少人数だからこそ,自信を持たせ,

自分の意見を言えるようにすることが言語活動の充実につながると考える｡また,誰もが話す

活動をすることで,自分の考えを整理し,自分の言葉で説明することで算数的活動を行い,確
かな知識を定着させたい｡

仲間学びでは,仲間の考えについて同じでも発表する児童が増え,つけたしや反対など意見

をつなげることが少しずつ出来るようになってきた｡また,自分の説明する場面では｢かがや

くことば｣として, ｢はじめに｣ ｢つぎに｣ ｢そして｣ ｢だから｣ ｢わけはJ rことばをつかって｣

｢しきをつかって｣ ｢ずをつかって｣などの言葉を使って話すことにもこだわり,長く話すこ

とができる児童が増えてきている｡自分の考えをもち,相手に分かるように伝えることによっ

て,充実感が生まれ,算数が好きになると考えている｡
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4.本単元について

児童は1年生の学習の中で1 0 0までの数の構成,数え方,表し方とともに,読み方などにつ

いても学習

してきている｡本単元ではそれらをふまえながら,段階的に数の範囲を1 0 0 0まで拡張してい

く｡数を拡張しながら十進位取り記数法による数の表し方,読み方及び数の順序,系列,大小な

ど数についての理解を一層深めることをねらいとしている｡

また, 1 0や100などの単位として,何百何十,.何百,あるいは1000という数の大きさ

をとらえるなど,数を相対的に見ることによって,数のしくみや加法や減法について理解を深め

るとともに,数について感覚も豊かにしていく｡

本単元では, ｢数のあらわしかた｣, ｢千｣, ｢数の大小｣, ｢たし算とひき算｣の4つから構成さ

れている｡
｢数のあらわしかた｣では, 3位数を数で表すことを学習するが,十進位取り記数法の原理を具

体物を使って理解させ, 1 0のまとまりがいくつ, 1 0 0のまとまりがいくつという考え方を大

切にしながら,数を表記していくことを理解させたい｡
｢千｣では,具体的な操作活動を通して,千という数の大きさを体感しつつ,それが1 0 0を1

0個集めた数が1 0 0 0 (千)ということを理解させたい｡

｢数の大小｣では,数直線を使うことによって1 0 0 0までの数の順序や系列,大小比較を理解

させたい｡また, 3位数どうしや3位数と2位数の大小について不等号(>, <)を使って表す

ことを身につけさせていく｡
｢たし算とひき算｣では,何十どうしのくり上がりのあるたし算や百何十から何十をひくひき算,

何百どうしのたし算やひき算を学習する｡ 1 0をもとにして考え,計算して答えを求めていく｡

本時は,何十どうしの繰り上がりのあるたし算を1 0をもとにして考えることで,`1桁どうし
のたし算で答えを求めることができることをねらいとしている｡たし算の単元で何十どうしの練

り上がりのないたし算で学習したことから, 1 0をもとにして考えるとよいことを想起させ,本

時につなげていく｡

5.研究テーマとの関わり

子どもの思考力.表現力を高める指導のあり方 

(1)論理に結び付く言語表現の定着を図るための子どもの思考力.表現力を高める指導のあり方 

(2)数学的な考え方や基礎的.基本的な知識や技能を確実に身につけさせるための手立て 

(1)論理に結び付く言語表現の定着を図る｡

本校では, ｢伝え合う｣を今年度のキーワードとして取り組んでいる｡

本校の｢伝え方名人｣と飛騨教育事務所からの｢言語活動の充実｣ということから,つぎの
ことを大切にしていく.
･過程を順序よく伝える　｢始めに｣ ｢次に｣ ｢だから｣などを使う｡

･根拠を明確に伝える　　｢～だと思います｡わけは- ･ ｣と結論と根拠を表すこと習

慣化する｡
･解決の方法を伝える　　｢○○を使って｣ ｢図で考えると｣ ｢式で考えると｣解決の方法

を明確にした伝え方を習慣化する｡

以上の言葉を｢かがやきの言葉｣として掲示や個人の振り返りの中で意識させていく｡

本時では,自分の考えの中に｢かがやきの言葉｣を入れ仲間学びや二人学びの場面で相

手にわかりやすく説明することができるようにしていく｡
また,本時の学習では,ブロックや数玉,位の部屋などを使って考えた計算の原理(仕組

み,証拠,理由)と式やひっ算などの計算の形式(答えの出し方)を結びつけて理解できる

ようにさせていきたい｡そのために,本時の問題の前に既習の学習として問題を出して, 1

0をもとにして考えることを意識させる｡既習の掲示の利用や二人学びでどの児童にも説明

する場を与えることで計算の原理と計算の形式を結びつけて考える力を育てていく｡
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( 2 )数学的な考え方や基礎的･基本的な知識や技能を確実に身につけさせるための手立て

本時はどの児童にも｢80+50のような何十+何十の繰り上がりのあるたし算を･ 1 0が

いくつ分あるかをもとにして考え, 1位数の加法と同じように計算することができる｡｣という

考え方を身につけさせたい｡そのために次のことを手立てとする｡

･本時の問題の前に虎習の問題を取り入れる

たし算のひっ算で, 5 0+3 0の問題を1 0をもとにして考えたことを思い出すために何

十+何十で練り上がりのない問題を行う0本時との違いに目を向けさせることや1 Oをも
とにして考えることに目を向けさせることを目的とする｡

･既習学習の活用(掲示物,位の部屋)

たし算の加法(ひっ算),くり上がりのあるたし算の掲示や位の部屋のシートをもとに,

1 0の位(1 0の部屋)の数を意識させ, ｢1 0がいくつ分｣という考え方に導いていく｡

･仲間学びの後に二人学びを入れる

仲間学びの中で, 1 0をもとにして考え計算の原理と計算の形式を結びつけて考えること

をおさえた後に,実際にその考え方を一人一人に定着させるために,隣同士で説明する場

を設定する｡仲間学びの場面で開いて理解した部分を,実際に自分で説明して使う活動を

通してより確実に力をつけることを目的とする｡

･学習のまとめの後に魚の問題を取り入れる

本時に大切にしたい1 0がいくつ分をもとにした考え方を,一般化するために魚の問題を

用意する｡本時はお金の問題を行うが,児童の中で1 0円玉を1 0の数玉と同じものとし
て, 1 0のかたまりを一つのまるとしてとらえる児童がいるのではないかと考えた｡本時

までに,魚や折り紙を1 0の数玉に置き換えて考えてきたが,ここで文章問題を取りあつ

かうことから,お金の間題だけでなく魚の間蓮を入れることで1 0のまとまりをより正確

に認識して一般化を図っていく｡
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単元指導計画(全1 4時間)

単~名｢早pt:名l100より大きい数｣ 

時 �,ｸ.x*"�学習活動 儷ﾘ廁ｴｸ���評価方法 倡y;�陂x��

1 ���,ﾈ*�+ﾘ-ﾈ.�/�y駅��･たくさんある魚をどうやつたら正確に数 ��9�ﾈ,ﾉ�H/���,ﾂ�ノート 仍ｸ/�耳,(+�,):�*��

して,100をこえる数 �*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�,ﾈ*�/�ﾖﾈ*h.��ｲ�かたまりをもとに 價ﾙUﾂ�せるようにして, 

(3位数)の構成を理解 ��-(*ｸ+�,)=h*h+�,�+ｨ/�-H,ﾉ�H/�+�*(*�*ﾒ�して考えると,10 剄部ﾂで操作できる 

し,数えたり,表したり, �,�.�,h-�.��*H��*H/�*�/�*ｨ*h.h*B�0や10,1のそれ 凾謔､にする○ 

読んだりすることがで 售��T8+�,(,ﾈ*�+ﾘ-ﾈ.�/�.�,h,����T2ﾂ�ぞれのかたまりの �10のかたまりを 

きるo ���T2ﾈ,�.x,ﾈ+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ,ﾈ*�+ﾘ+ﾘ-ﾈ.�*｢�数で求めることが 凾烽ﾆにして,10 

いくつかを考える. ･百二十六という読み方をおさえる〇 ･練習問題を行う. �,X*ｸ.停���ﾃ��ﾃ�*ｨ*"�*ﾘ,(*�.�,ﾈ*�/�犬�,ﾉYH夊/�諄,�,Hﾖﾂ�*h+8+�,H*(*ﾒ��

2 ��ﾈ.��x,ﾉ�H/�肩,ﾉYH壺�100より大きい数で10のかたまりがな �ｨ,ﾉYH夊/�.�,h,陳�ノート �ｨ,ﾉYH夊/�.�,b�

を使って考える活動を �*(,h*ｸ,ﾈｫﾈ/�ﾌﾈ馼,YUﾈ+ｸ*B��それぞれの位に宙 價ﾙUﾂ�に,それぞれの位 

もとにして,3位数の構 唳�ﾈ.郁h,ﾉ��.(,�.x/����.#�,ﾉ�Hｼｨ,��や十や-のかたま �ｸ�n)���の部屋に百や十, 

戊を理解し,空位のある �'X*ｸｫx*h,Bﾈ肩,ﾉYH夊/�y駅�+X,Hﾖﾈ*i�B�りがいくつあるの �-のかたまりがい 

数を表したり読んだり 倬ｨ,YUﾈ+r��かを考えて3けた 凾ｭつあるか考えさ 

することができる. 啌ﾘ,ﾈ肩*ｨｿ8肩,ﾈ�ｨﾘx,�,(*(,H.�ﾈ肩,ﾉYB�の数字で表すこと 凾ｹる.十の位には 

屋を使って同様に考える〇 ･90-12ー5まで数の順序を読み取る〇 ･漢字で表された数を数字になおす. �*ｨ,X*ｸ.停��ｨ,(.�,�*(,ﾈ,S��/�?ﾈ.ｨ.�+�,h/�ｦﾒ�Dh+x.��ｲ�

3 ��ﾈ.郁h,ﾉ�H/�肩,ﾉYH壺�･折り紙の数がいくつになるのか考える. �ｨ,ﾉYH夊/�.�,h,陳�ノート �ｨ,ﾉYH夊/�.�,b�

を使って考える活動を 售���,ﾉ��*｣(,"ﾃ��,ﾉ��*｣8,"ﾂ�それぞれの位に百 價ﾙUﾂ�に,それぞれの位 

通して,3位数の構成を �,�.x*｣yhx*�.停�や十や-のかたま. �ｸ�n)���の部屋に百や十, 

理解し,表したり読んだ �8*�+ﾘ,ﾉ�H/��H鬨,YUﾈ+ｸ*B�りがいくつあるの �-のかたまりがい 

りすることができる. 唳�ﾈ.郁h/��Hｼｨ,�'X*ｸｫx*h,Bﾈ肩,ﾉYH夊/��かを考えて3けた 凾ｭつあるか考えさ 

利用して考え数字で表す. �,ﾉ�H鬨,YUﾈ+x+�,b��+�.��8*�+ﾘ,ﾉ�B�
･605の百の位,十の位,-の位の数字 をいう｡ ･漢字やいくつ分で表された数を数字で表 す○ �*ｨ,X*ｸ.停�倬ｨ,ﾈ+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ,ﾈ犬�,ﾉ�H鬨,冦ｨ/�ﾏﾈ*��+8+�.停�

4 �#��,c3��*ｨ+ｸ.｢�･200と300を合わせた数を考える. �ﾙU8,x*H+X,ﾉ�H/��ノート �#��.#3��/��

ぞれ100のいくつ分 �,�/�U8,h,�/�U8/�*�.ﾘ+�+ﾙ=h/�.�,h-�.h*B�あわせた数を,10 價ﾙUﾂ�100のいくつ分 

かを考えて,100のい 售#��,c3��/�+ｸ.ｨ+ﾈ.｣���*ｨ*(*ﾒ�0を単位として数 �ｸ�n)���かで考えさせる. 

くつ分かを使って,何百 �,)Zｨ,YUﾈ+Rﾉ�9YH,S���*ｨ*(*ﾘ,)Zｨ,��の構成に着日して 剔S部で100がい 

と何百を合わせた数を �*�.�*�/�ﾖﾈ*h,Hｸ�-�.停�考える. 凾ｭつになるのかを 

求めることができる. 售c��,ﾓ#��/�*(*ﾘ,(*�.ﾘ+�+ﾙ�H,�,��.�,ﾈ*�/�ﾖﾈ*h.停�剄lえさせてあわせ た数を求める○ 
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5 ���,ﾈ*�+ﾘ-ﾈ.�/�.�,b�･10を13こあつめた数がいくつか考え ���,ﾈ*�+ﾘ-ﾈ.�*｢�ノート �ｨ,ﾉYIJ�.)�Hｼｨ/��

にして,10が10個以 �.���10個集まって1 價ﾙUﾂ�使って,10が1 

上集めた数を,何百何十 ���,ﾈ*�+ﾘ-ﾈ.�*｣��+�.h.��ﾘ*(,h*ｸ,ﾉ�B�00になることを �ｸ�n)���0個集まると10 

として表すことができ る. �/�Uﾈ+ｸ*B�利用して,10を1 �0になることをお 

･10が10こで100になることを使つ ��Gｸ決�8�-�+ﾙ�B��+8*h.偵#�ﾌ"ﾂ�

て,10が13こでいくつになるか考え �/�巍U8巉�,iUﾈ+r��3�ﾌ"ﾃC�ﾌ(,b�

る｡ ･位の部屋や言葉,数玉を使って考える〇 ･10を48こあつめた数,10を70こ あつめた数について考え,発表する○ �+�,h*ｨ,X*ｸ.停����,ﾈ*�+ﾘ-ﾈ.�*｢���+�,)�ﾘ*h.�,r�,x*H,�.�,ﾈ*�/�ﾖﾂ�*h+8+�.剃��

6- ����*｣��,ﾃ��ﾌ"�･250は10をいくつあつめた数なのか ����,ﾓ��*｣��ノート ����,ﾈｧx�,Rﾃ��

分であることを利用し �/�ﾖﾈ*h.停�0個集まって数で 價ﾙUﾂ�0が10個集まる 

て,何百何十を10を単 ����/���,�-h/�+X/�+8+�,Bﾃ��*ｨ*"�あることを使って, �ｸ�n)���と100になること 

位として表すことがで �*ﾘ,)Zｨ*�/�ﾖﾈ*h.h*B�何百何十という数 凾ｩら,位の部屋を 

きる. 售���,ﾓ��*｣��ﾌ(�-ﾈ,�+ﾙ�H,X*�.��が10のいくつ分か 剽�pして100を1 

ことを使って考える.(位の部屋,数玉) �/�ﾖﾈ*h.�+�,h*ｨ,R��+��,ﾈ肩,�:�*�+r�

･540や990は10をいくつ集めた数 かを考える○ �*ｸ.������,c��*｣��,�,��.�+�,h/��ﾋ粐�

7 ����/���ﾌ(�-�+ﾒ�-の数を求める.(100が10個) ����*｣��ﾌ(��発表 ���+�,)5�/�鈷/��

数を1000と表して, ���.#���/�.�,h,�+X,Bﾂ�,ﾉ�H,�,(*(,B�まった数を100 �6ﾘ�ｸ6r�で,10が10個 

千と読むことを知る.ま 俟ﾈ*h.h*B�0とかいて千と読 �ｸ�､ｩ¥ﾂ�で100になること 

た,1000を数直線と 售�,(,ﾈ*�+ﾘ-ﾈ.�*�.rﾃ��*｣��Gｸ,S��むことを知り,数直 凾�ｨさえ,1.00 

対応づけ,1000につ 柳�,�,�.�+�,h*�.rﾃ���*｣��Gｸ��線を利用して,数を 凾ﾌかたまりがいく 

いての理解を深めるこ �-ﾈ,�+ﾙ�H,�,�.停�求めることができ る. 凾ﾂあるのかを考え 

とができる. 售���/���+�*�,(-�+ﾙ�H/�����,b�*�*(,I�x,i<x-��｢�S����.h.�3��抦+8*)�Bﾃ���.b�.�����X*ｸ*)�H/�ﾖﾈ*h.��ｲ�凾ｳせる○数直線で 1日盛りが100に なることをおさえ る. 

8 �����-ﾈ,X,ﾉ�I+ﾉ�ﾂ�･数の線のロにあてはまる数考える. ��mｩ�x.�*ｨ*(*ﾘ,)Z｢�発表 ��I+ﾉ�ﾈ,ﾃ�mｩ�x.��

を使って,数直線上の数 ��H,ﾉ�8/�諄,�,C����-ﾈ,X,ﾉ=h/�*�.x.ﾒ�なのかを使って,数 �6ﾘ�ｸ6r�がいくつなのかを 

を求める活動から,10 �+ｸ*B�直線上の数を表す �ｸ�n)���問いかける｡位の 

00までの数の順序,莱 售�mｩ�x.�/���,h+X,Hﾖﾈ*bﾈﾏｸ,��H/�?ﾂ�ことができる. 剞狽ﾉ着目して大小 

列,大小を考え,数につ �.ｨ.���位の数に着目して, 刳ﾖ係をみるように 

いての理解を深めるこ 售CS�/�Uﾈ+ymｩ�x.�/�ﾊ�,(*�.停�3けたの数の大小 剌阜ｾする. 

とができる○ 售8*�+ﾘ,ﾉ�H/�NH-x,Bﾉ�X抦/�Kｹ&h+x.��ｲ�を比べることがで きる｡ � 

9 �8見�H,�,(*(,Bﾉ�H,ﾉ�R�･文章問題(235人と218人では,ど �(,(,ﾃ8見�H,�,"�発表 �ｨ,ﾉ�H,�(Ymｨ+x.��

小の比べ方を理解し,数 �+�.x*ｩ�ﾘ*(,X+X.X*H�ｲ��いて,百の位,十の �6ﾘ�ｸ6r�ように助言する○ 

の大小の関係を不等号 �ｨ,ﾉ�H/�.�,h,津(,(,ﾃ8*�+ﾘ,ﾉ=h,ﾈ,x+��位,-の位と腰番に �ｸ�n)���なかなか判断でき 

を使って表すこと.がで �.x*ｩ�X*ｸ*(,ﾈ*�/�*�/�*ｨ*h.h*B�位の数を大小比較 凾ﾈい児童には,位 

きる○ 唳U8,ﾈ犬ﾈ�,ﾈ肩,ﾉ�H鬨/�NH-x,Hﾖﾈ*h.��ｲ�してどちらか大き 凾ﾌ部屋を使って考 
･大小関係を不等号を使って表す〇 ･読み方を確認して練習問題をやる. �*(,ﾈ*僵ｹ&h+x.�+��,h*ｨ,X*ｸ.停��*h+8+�.停�
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80+50のような何

十+何十のたし算を, 1

0がいくつ分あるかを

もとにして考えると1

00より大きい数にな

ることが分かり, l倣数

の加法と同じように計

算することができる｡

･80円のぎゅうにゆうと50円のパンを

かいます｡あわせてなん円でしょう｡

なん十+なん十のように10のかたまりが

10よりおおきくなるときのけいさんにつ

いてかんがえよう

･ブロック,数玉,位の部屋,ひっ算を使

って自分の考えを書き,全体やペアで話

し合う｡

･魚の問題を解く｡

･練習問題をする｡

ブロックや数玉,位

の部屋,ひっ算など

で自分の考えをつ

くり,式と考えをつ

なげて話すことが

できる｡

既習の間轟や掲示

をもとに10をも

とにしてかんがえ

ることを意識させ

る｡計算の原理と

形式をつなげて話

せるように二人学

びで助言する｡

150-80のような

百何十一何十のひき算

を10がいくつ分ある

かをもとにして考える

と1位数の減法と同じ

ように計算することが

できる｡

･ 150円をもっています｡ 80円のぎゅ

うにゆうをかうとなん円のこるでしょ

う｡

首なん十一なん十のけいさんについて10

のかたまりをつかってかんがえよう
･ブロック,数玉,位の部屋,ひっ算を使

って自分の考えを書き,全体やペアで話

し合うo

ブロックや数玉,位

の部呈,ひっ算など

で自分の考えをつ

くり,式と考えをつ

なげて話すことが

できる｡

既習の同意や掲示

をもとに10をも

とにしてかんがえ

ることを意識させ

る｡計算の原理と

形式をつなげて話

せるように二人学

びで助言する｡

100をもとにして考

え,何百+何百,何百一

何百, 1000-何百の

計算が1けた同士の加

減法や10-1けたの

計算と同じように計算

することができる｡

･問題文から立式する｡

何首+何百のけいさんのしかたをかんがえ

よう
･ 1 0 0をもとにして計算の仕方を考える｡

･ 600-200の計算について考える｡

･練習問題に取り組む｡

100をもとにし

て, 1けた同士の加

減法で考えること

ができる｡

数玉や既習の掲示

をもとに, 100

がいくつ分で考え

るように助言す

る｡

練習問題をすることで
｢100より大きい数｣

の学習の習熟度を知り,

未習熟の範囲を補うこ

とができる｡

･練習問題を解く｡

･解き方や答えを全体で確認する｡
それぞれの問題を

解くことができる｡

評価問題 つまずきの多い

問題について,

もう一度全体の

場で確認する｡

1000までの数につ

いて, 1つの数をいくつ

かの数の合計として見

ることを通して,数につ

いての多面的な見方の

理解を深める｡

･まとめ問題を解く｡

･わくわく算数の問題を解く｡

10, 20, 30, 50, 70,

80, 90, 100, 200,

500をいくつか使って, 1000

をつくる｡

それぞれの問題を

解くことができる｡

10-500まで

の切手をもとに

1000円分を考える

ことができる｡

評価問題

ノート

100が10個

で100になる

ことをもとに,

区切りのよい数

をつくるように

助言する｡

単元テストをすること

で｢100より大きい

数｣の学習の習熟度を知

り,未習熟の範囲を補う

ことができる｡

単元テスト それぞれの問題を

解くことができる｡

評価問題
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1.本時のねらい

80+50のような何十+何十の練り上がりのあるたし算を, 10がいくつ分あるかをもとにし

て考えると1 0 0より大きい数になることが分かり, 1位数の加法と同じように計算することができ

る｡

2本時の展開 

過程 乂x�ｨ�:���刹ｳ師の指導.援助☆評価 ��

つ か む 見 ､つ け る 潔 ��n)��*)lｨ/�/�麌+x.停�勍既習の学習をもとに練り上がりのない 何十+何十のたし算を行い,本時との 違いや10をもとにして考えることを おさえる○(学び直し) ･既習学習(何十どうしのたし算の筆算) との違いに気づかせ,課嶺をつくる○ ☆問題の意味がわかり,正しく立式する ��

芸£苦言芸諾三三.Rの軌をかいます.I 

○問題を読み,■立式して答えを求める. .50+30-80です○50は10が5つ分,畠oは10が3つ分 

80円のぎゆうにゆうと50円のパンをかいます, 

あわせてなん円でしょう. �+�,h*ｨ,X*ｸ.�"�6ﾘ�ｸ6rﾂ雹8薰ﾉJﾘﾋ竰��ｸﾌ)�ﾉ,xｸh,ﾈ詹zx,B�

立式する｡80+50- 

何十+何十の計算をすればよい○ 嫡8耳痔"��

今までと違って,答えは百のくらいまでいきそうだ0-くり上がり �ｨ,ﾉYH夊,ﾈ5h�ｸ6x,ﾉGｩWｨ.)�ｸ.��8*ｨ.��

艶頬をつかむ. �,ﾈ*�.�-�,�螽,ﾈﾆh鹵ﾈｯ做ｸ,ﾈｧx�/�.��,h,墜(,ﾈﾖﾈ*h,�;�*ﾗ���"ﾗﾔ�����,cS�*｣��,ﾈ*(*ﾘ,)Zｨ,�,�.�,ﾂ�*�,�(Ymｨ+8+�.�+ﾘ-�,���,ﾉ�Hｼｨ,ﾉ�B�

なん十十なん十のように10のかたまりが10よりおおきく 

なるときのけいさんについてかんがえよう. 

3ひとり学びをする. 

○自分の考えをノートに書く○(ブロック,数玉,位の部屋,ひっ算) 凾ﾅ考えることができないかを問いか 
.10のかたまりを利用して,80円と50円を表して数える○(C) 凾ｯ,Aの考えに導く. 

･80に50のうちの20をたして100になるので百の位に1くり上 勍自分の考えができた児童同士で考えを 

め 凾ｰて,のこりの30をたして答えは130になります.(追) 剏�ｬする○ 

る ま 勍80円は10のかたまりが8個分,50円は10のかたまりが5個分 凵刳�Kの学習や与えられたものをもとに 

になる.だから,10のかたまりは8+5-13で13個あるか 剋ｩ分の考えをまとめることができる○ 

ら,10のかたまりが13個で130円になる○ �(ノート.交流の様子) 

80十50-130(A) 凵剋Z数言葉や話形カードを活用して自分 

4仲間学びをする｡ 凾ﾌ考えを話すことができる. 

○自分の考えを全体に発表するo �(話す順序,堀拠) 

5二人学びをする.(ペア交沫) 勍説明の言葉が使えた児童への価値づけ 

○ひとり学び(A)の考え方のように,10をもとにした考え方を使つ 勍同じ考えでも自分の言葉で発表するよ 

と め る �-て説明ができているのかを隣同士で説明しあう○ 凾､に促す○ 

6学習したことをまとめる. 勍隣同士で10をもとにした考え方がし っかりと説明できているのか確認す る. ･10のいくつ分草使って考えると,1 ケ夕どうしのたし算で計算できるとt, うよさに気づかせる. 

なん十+なん十のけいさんは,10をもとにしてかんがえたとき､ 

10のまとまりが10よりおおきくなると100より大きい数にな 

り､1けたどうしのたし算としてもできる○ 

○同じように魚の問題でも考えることができるのかを確かめるo 
｢赤い水そうに魚が90ぴき,青い水そうに魚が20ぴきいます○魚 售��,ﾈ*�+ﾘ-ﾈ.�*｣��苓ｼｨ,h+X,H+X4｢�

はぜんぶでなんぴきでしょう○｣ �,h.x*h.x.ｨ,�*(.h*H,�,�.�+�,h/�f�*��
･式は90+20になります890は10のかたまりが9個分で,20 �+ﾘ-�,鎚ｹｸ,ﾉn)��,X.���T8/���,ﾂ�

は10のかたまりが2個分です010のかた_まりは9+2-11で1 �*�+ﾘ-ﾈ.�,h+X,Hﾖﾈ*h.�+�,h,Rﾈ自Lｨ峇�

1個あるから,こたえは110ぴきになります. �/��ﾘ.��ｲ�

よって,90+20-110こたえ110ぴき 唸ｦX齟ﾉ�ｸ�n(ｭ�/���*ｲﾉ�9�ﾈ,Y9ｨ*b�

7練習岡蔑垂簾いて,撮り返りをする. 丿ﾙDh+X,H7h8ｨ986x,YKﾘ�/�+8+偖r�

○教科書の練習問題を解いて,撮り返りカードを書く○ �.���
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